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広報にのみ依存関係のあるPピクチャのみを処理に用いる

I-Picture P-Picture

Motion vector B-Picture
変化大 変化小

トラックが走り抜ける 風で木が揺れている

通常通表示 表示しない

画像変化の大小判定 判定結果による表示

提案早送りの概要
ＭＰＥＧのピクチャ構成

閾値を超える動きベクトル値の数を求める

大きな動きのみを取り出す

近傍への間違った動きベクトルを除外する

)_||_( thresholdyythresholdxxif >> 　

1ピクチャ内で変化大と判断された動きベク
トル数と閾値を比較

閾値（Picture_Thre)を超えた場合→変化が大きいピクチャと判定

動きベクトル値を用いた変化検出 符号化モードによる変化検出

動きベクトル値＋差分値

変化が大きいＰピクチャ復号処理通常のＰピクチャ復号処理

動きベクトル値＋差分値

変化が大きい部分に関して
はイントラ符号化

1ピクチャ内でイントラ符号化されたマクロブロック数を閾値と比較

閾値を超えた場合→変化が大きいピクチャと判定

ハードウェア構成、レイアウト結果

ライブラリ： ROHM 0.35μm

論理合成ツール： DESIGN COMPILER (synopsys)

レイアウトツール： Apollo(synopsys)

ゲート数： 502  gates

チップ面積： 0.2×0.2mm2

動作周波数： 457MHｚ

シミュレーション結果

固定カメラ画像でのシミュレーション ハンディカム画像でのシミュレーション

0.7%12.0倍速30036090037

1.6%8.4倍速42936220035

誤検出割合早送り速度出力数フレーム数画像名

26%100s26s0037

29%99s29s0035

割合通常再生提案早送り画像名

画像表示方法

変化大 変化小

表示 表示しない

I-picture

B-picture
P-picture

変化大と判断されたＰピクチャは表示

変化大と判断されたＰピクチャに続くＩ，Ｂピクチャは表示

表示しないＢピクチャは復号処理を停止する事が可能

主な処理アルゴリズム

高倍速の早送りを得ることが可能

画像内の動きを正確に判定することが可能

処理量の削減が可能
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P-type out
decide

54%260s104szemi05

38%275s107szemi02

割合通常再生提案早送り画像名

5.5倍速13927598zemi05

6.0倍速13048208zemi02

早送り速度出力数フレーム数画像名

通常早送りよりも内容確認が容易に可能

変化の大きい部分のみ表示する画像が得られた

処理時間の削減が可能

研究背景、目的

テレビ放送、映画、ビデオなど数多くの映像コンテンツが存在

短時間で映像の内容把握や概要把握を行いたい

画像内容に応じた可変速早送り再生アルゴリズムの開発

提案早送り処理を実現するためのハードウェアの設計

小規模で実現し携帯機器などへの組み込みを可能とする

処理時間 処理時間


